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平 成２６年９月 定 例 会

代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ９月２２日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ ブラックバイトについて 知 事

（１）県としても、アルバイト学生等に対して働くルールを周

知するとともに、違法な労働実態を的確に把握し、奈良労

働局とも連携して指導・監督を徹底する、あるいは企業名

（８番） を公表するなどのブラックバイト対策を進めることが必要

太田 敦 と考えるがどうか。

(日本共産党)

（２）県として、政府に対し、ブラックバイトと言われるよう

な現状を放置せず、学生アルバイトの労働環境を適正化す

るための取り組みを行うよう求めるべきと考えるがどう

か。

２ 県内産業の振興について 知 事

（１）県の企業立地に関する補助金の対象となるには、工場や

研究所を設置するために原則５億円以上の投資をしなけれ

ばならないとされているが、県内の中小企業支援のため、

補助対象を工場等に限定せず、商工業者の少額の投資に対

しても補助する制度が必要と考えるがどうか。

（２）県内の靴下事業者は高度な生産技術を持ちながら、商品

の企画、デザインを流通企業等に提案する機能や自社の持

つコア技術を活かした自社ブランド商品を生産・販売する

機能が十分ではないという課題があるが、県としてどのよ

うに支援を行っていくのか。

（３）誰もが安心して暮らせる環境を守るためには、身近なと

ころで買い物ができるよう、商店街の活性化を図るべきと

考えるが、県としてどのように支援しているのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（８番） ３ 特別史跡平城宮跡の保存について 知 事

太田 敦

(日本共産党) （１）平城宮跡第一次朝堂院の土系舗装工事は、国営平城宮跡

歴史公園の基本計画から逸脱し、発掘調査の知見に基づか

ないものであり、重大な問題があると考えるが、知事の所

見を伺いたい。

（２）平城宮跡の保存管理計画について、現在どのように進め

られているのか。

４ 浸水常襲地域における減災対策について 県 土

マネジメント

県内の浸水常襲地域における減災対策の取り組み状況と 部 長

今後の進め方について伺いたい。

５ 土砂災害に対する県の取り組みについて 県 土

マネジメント

県では、局地的豪雨等の水害や南海トラフ巨大地震等の 部 長

震災に備えたハード・ソフト両面の対策により、被害を最

小限に抑え拡大を防止することを目指すとしているが、県

の土砂災害に対する取り組みについて伺いたい。

６ 公立小中学校の普通教室へのエアコンの設置について 教 育 長

公立小中学校の普通教室へのエアコンの設置について、

県として市町村を支援して促進すべきと考えるがどうか。

７ 食育の推進について 教 育 長

子どもたちの心身ともに健全な育成を図るためにも、更

なる食育の推進が図られるべきと考えるが、県教育委員会

の取り組みについて伺いたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 南部・東部地域の振興への取り組みについて

（１）漢方のメッカ推進事業について 知 事

① 栽培の省力化、低コスト化の研究、優良種苗の開発、栽

（４４番） 培者の人材育成が、県産の生薬供給を拡大していくために

川口 正志 は急務であり、県産生薬の産地の復興につながると考え

(なら元気ク る。約２年間進めてきた「漢方のメッカ推進プロジェク

ラブ) ト」において、薬草の産地育成にどのように取り組んでい

るのか。

② 「漢方のメッカ推進プロジェクト」の幅広い取り組みに

より、薬業振興はもとより県産業活性化に結びつけてほし

いと考えている。そのため、どのような取り組みをしてい

くのか。

（２）御所インターチェンジ周辺の産業集積地の整備について 知 事

京奈和自動車道御所インターチェンジ周辺の産業集積地

事業において、どのように企業の誘致活動を展開していく

のか、また、現時点での事業の進捗状況はどうか。併せ

て、御所東高校の跡地を産業集積地として是非活用される

ことを要望するが、知事の考えを伺いたい。

（３）金剛・葛城・二上地域の魅力向上と観光振興について 知 事

① ダイヤモンドトレールなどの観光資源を整備、充実する

ことで、金剛・葛城・二上地域の魅力を向上し、より多く

の観光客に訪れていただけるような取り組みが必要と思

う。県の施策・支援を求めるがどうか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（４４番） ② 葛城山頂へ高齢者も含め快適に気楽に散策登山ができる

川口 正志 よう、例えば、ゴルフ場にあるカートなど、移動支援とな

(なら元気ク るようなものを導入してはどうかと考える。移動支援導入

ラブ) に際して、様々な課題があると思うが、高齢者・身体障害

の方などのためにも地元市町村などの関係機関と連携し、

導入に向けて検討するよう要望するが、知事の所見を伺い

たい。

（４）公立学校における運動部活動など学校の特色化について 教 育 長

県教育委員会として、県立高等学校における運動部活動

を活かした魅力ある学校づくりについて、併せ、文化部活

動をも含め、県外からも奈良県の公立学校の魅力に注目・

憧れ、志望される学校に門戸を開放する奨励策を検討して

もらいたいと思うが、教育長の所見を伺いたい。

（５）過疎地域における教育の取り組みについて 教 育 長

県では、過疎地域において、以前から複式学級の編制基

準を国の基準より引き下げ、教員の配置などを配慮されて

いるが、市町村でも独自に講師を配置し、子どもたちの学

ぶ環境の向上に取り組んでいる。しかし、複式学級が残

り、多人数の集団による学習機会が少ないなど、恵まれぬ

状況にある。県教育委員会においては、複式学級の課題克

服や市町村費負担講師の解消を含め、過疎地域における小

中学校の学習環境の改善に、なお取り組まれるべきである

が、今後の方針も含め伺いたい。

２ ふるさと納税への取り組みについて 知 事

ふるさとの歴史に誇りをもつ郷土愛によって、ふるさと

活性化が円滑にすすめられるよう、その一助として、「ふ

るさと納税」をさらに促進すべきであると思うが、これま

での奈良県におけるふるさと納税の実績を踏まえ、今後ど

のように展開されるのか伺いたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（４４番） ３ 消防体制の充実について 知 事

川口 正志

(なら元気ク 奈良県広域消防組合が発足して約６カ月が経過している

ラブ) が、広域化に伴いどのような良かった点があったのか、ま

た、今後の奈良県広域消防組合の充実強化のために県とし

てどのように取り組んでいくのか。

４ リニア中央新幹線に対する県の取り組みについて 知 事

南部地域の更なる振興と活性化のためにも、駅の場所や

ルートについては、リニア中央新幹線の開業による便益が

県南部を含む奈良県全体に、また紀伊半島地域をはじめと

するより広い地域に波及するよう、国の審議会で示された

２０キロ幅の出来るだけ南側の交通結節性の高いところが

望ましいと考えており、早期に決定をしてほしいと思って

いる。今後、リニア中央新幹線の駅の場所やルートの早期

決定に向け県はどのように取り組んでいくのか、知事の所

見を伺いたい。

５ 人権文化と少子化問題について 知 事

現代社会が失いつつある人と人との関わりに、今日の少

子化問題対策への視点があり、人権課題の根幹があると考

える。県政にあってもさらに人権文化を広める対策の充実

を求めるが、知事の所見を伺いたい。

６ 奈良県山の日・川の日条例について 知 事

国での８月１１日を「山の日」とする祝日法の改正、７

月第３月曜日となっている「海の日」を７月２０日に日を

固定しようという動きを受けて、「奈良県山の日・川の日

条例」について、どのような対応を考えているのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 災害発生時の被害拡大防止の取組について 知 事

（１）いつ起きるか分からない自然災害に対して、２４時間３

６５日、的確かつ迅速に対応するため、県はどのような体

制をとっているのか。

（１２番）

岡 史朗 （２）市町村においては、住民の生命を守るため、適切なタイ

(公明党) ミングでの避難勧告等の発令や避難場所の確保が重要と考

えるが、県ではどのような支援をしているのか。

（３）災害から命を守るためには、住民一人一人が自分自身の

命を守る行動をとることができるよう、平素から意識啓発

や訓練を行うことが重要と考えるが、県ではどのような取

組をしているのか。

２ 地域包括ケアの推進について 知 事

（１）地域包括ケアシステムの構築において重要な医療・介護

の連携をどのように進めていくのか。

（２）地域包括ケアシステムの構築に向け、在宅療養の体制を

支える保健師の役割は重要であると考えるが、県内におけ

る保健師の人材育成・人材確保に向け、どのように取り組

んでいるのか。

３ 県立医科大学及び周辺のまちづくりについて 知 事

（１）県立医科大学及び周辺のまちづくりを進めるにあたり、

近鉄橿原線の新駅設置が重要と考えるが、現在の取組状況

と、今後の見通しについて伺いたい。

（２）県立医科大学の移転にあたっては、現医科大学及び移転

先の両方において、医療施設や教育施設にふさわしい環境

となるようなまちづくりを進めることが必要と考えるがど

うか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（１２番） （３）県立医科大学附属病院にドクターヘリが離発着できるヘ

岡 史朗 リポートの設置が必要と考えるが、現在の検討状況につい

(公明党) て伺いたい。

４ 京奈和自動車道大和御所道路の整備について 知 事

橿原市内の道路交通の円滑性や安全性の向上にもつなが

る、京奈和自動車道大和御所道路の橿原北インターチェン

ジから橿原高田インターチェンジの間の整備の見通しにつ

いて伺いたい。

５ 障がい者への介護給付費等の支給について 健康福祉部長

障がい者への介護給付費等の支給決定にかかる事務を公

平・公正に行うため、県としてどのように取り組んでいく

のか。

６ 森林環境の保全について 農 林 部 長

「第３４回全国豊かな海づくり大会～やまと～」の開催

を契機として、今後、どのように森林環境の保全に取り組

み、どのように県民に普及・啓発しようとしているのか。

７ 飛鳥川の未改修区間の安全性確保について 県 土

マネジメント

橿原市内を流れる飛鳥川の未改修区間の安全性を確保す 部 長

るため、河道に堆積している土砂や草木の除去を行うべき

と考えるがどうか。また未改修区間にかかる今後の整備の

予定について伺いたい。


